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	平成25年度の健全化判断比率および資金不足比率は、財政健全化法の基準では「健全段階」に位置付けられる算定内容となりました。地方を取り巻く環境は、景気低迷による税収の減や地方交付税の削減など、依然として厳しい財政状況にあります。
	こうした中、本町においては行財政改革推進計画「がんばる栗山プラン21」に基づく、財政の健全化に向けた改革プランの着実な推進により、限られた財源の中で、「最少の経費で最大の効果を上げる」という自治体経営効率化の基本的考え方に沿って、健全な財政運営に努めています。

